


　和傘が小岩の名産品だったことはご存知でしょうか。

　明治期から大正末期にかけて小岩では「小岩村は傘屋

でたつ」と言われるほど和傘づくりが盛んでした。東京

地張傘組合が組織され、多くの小岩近隣住民が和傘製

造に従事したのです。しかし昭和 30 年頃より洋傘の普

及や折り畳み傘の登場によって、和傘の需要は急速に

減少しました。これによりほとんどの和傘製造従事者

は転廃業を余儀なくされ、小岩の和傘の時代は終焉を

迎えます。本展では、小岩の傘作りを、和傘や和傘製造

道具とともに振り返ります。

　また、あわせて演劇舞踊傘の職人として小岩で最後

まで和傘製造を営んだ藪田武氏（1927～ 2020）につい

てもご紹介いたします。


